
中部山岳国立公園
北アルプストレイルプログラムあり方検討会
シンポジウム（in富山）

持続可能な登山道の維持について考える

2025 2/15（土）16（日）

［会場］黒部市芸術創造センターセレネ 大ホール

一部オンライン配信（事例紹介のみ）

主催：北アルプス富山県側登山道等維持連絡協議会 （事務局：環境省立山管理官事務所）

申込フォーム

日本を代表する山岳地帯である北アルプス
名峰の頂や渓谷等 多様な自然を楽しむために利用する登山道

登山道の荒廃が進む中で維持を行う為の人材、資金、情報等
持続的な体制の確保に向け様々な検討が必要となっている

今回は富山エリアを対象とした登山道の維持について
現場の課題意識を発信し、これからのあるべき形について考える

一般参加可（無料）
事前申込制

（会場参加 先着400名程）

企画内容（詳細は裏面にて記載）

2/15  北アルプス富山エリアの
登山道維持の現状を知り考える

2/16  持続的な登山道維持に向けて
将来像を考える



スケジュール及び内容（予定）

2/15（土）

北アルプス富山エリアの
登山道維持の現状を知り考える

9:45 開催挨拶

10:05-11:50 事例紹介
富山県側における登山道維持の取組（山小屋）
阿曽原温泉：佐々木 泉
雲ノ平山荘：伊藤 二朗
三俣山荘：伊藤 敦子、石川 吉典

11:50 昼休憩

12:50 事例紹介
富山県側における登山道維持（民間団体）
立山ガイド協会：佐伯 高男
富山県自然保護協会：大宮 徹

14:15-16:45 
検討会
（議題）
登山道維持の現状把握、人材育成及び予算確保

16:45 閉会挨拶

2/16（日）

持続的な登山道維持に向けて
将来像を考える

9:45 開催挨拶

10:05-11:50 事例紹介
登山道における現状把握調査、保護と利用の
ゾーニングによる計画作り
北海道大学 渡辺悌二
東京農業大学 下嶋聖
森林総合研究所 八巻一成

11:50 昼休憩

12:50 事例紹介
他地域事例から学ぶ登山道管理
大雪山山守隊 岡崎哲三
トレイルブレイズハイキング研究所 勝俣隆

14:15-16:45 
検討会
（議題）
実態に合った計画の見直しに向けて

16:45 閉会挨拶

登壇者（予定）

渡辺 悌二（北海道大学）
下嶋 聖（東京農業大学）
八巻 一成（国立研究開発法人森林研究・整備 森林総合研究所）
岡崎 哲三（一般社団法人大雪山山守隊代表）
勝俣 隆（一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所）
大土 洋史（株式会社YAMAP）

大宮 徹（NPO法人富山県自然保護協会）
佐伯 高男（一般社団法人立山ガイド協会）
富山県山岳連盟
佐々木 泉（阿曽原温泉小屋） 
伊藤 二朗（雲ノ平山荘）
石川 吉典（三俣山荘）
伊藤 敦子（三俣山荘）

環境省中部山岳国立公園管理事務所
富山県自然保護課
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